
(57)【要約】

　【課題】　獣毛と先端をテーパー化した合成樹脂製筆

毛とを混毛したものの場合、獣毛ゆえの欠点を合わせ持

たざるを得ず、又、クリンプの波長が各々相違する多数

の合成樹脂製筆毛よりなるものの場合、空間率が大きく

なり易く、穂先が広がりすぎて、穂先のまとまりが劣る

といった問題を有していた。また、４種のテーパー長さ

の違うポリエステル繊維よりなる筆穂は、全てストレー

トであって先端をテーパー化した繊維を用いるため穂先

のまとまりは良いが、筆毛が密集過ぎて、化粧料の保持

性が悪く、塗布時の肌当たりもハードになり使用感が悪

いといった問題が残されていた。

　【解決手段】　ストレートな筆毛とクリンプを有する

筆毛を混毛してなる筆穂であって、前記ストレートな筆

毛が２０～８０重量％であり、また、クリンプを有する

筆毛が２０～８０％である筆穂。

　【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ス ト レ ー ト な 筆 毛 と ク リ ン プ を 有 す る 筆 毛 を 混 毛 し て な る 筆 穂 で あ っ て 、 前 記 ス ト レ ー ト
な 筆 毛 を ２ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ と す る と 共 に 、 ク リ ン プ を 有 す る 筆 毛 を ２ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ と し
た こ と を 特 徴 と す る 筆 穂 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ク リ ン プ を 有 す る 筆 毛 は 、 ク リ ン プ 間 の ピ ッ チ が １ ． ０ ｍ ｍ ～ ４ ． ０ ｍ ｍ で あ り 、 ま
た 、 ク リ ン プ 高 さ が ０ ． ０ ４ ｍ ｍ ～ ０ ． ５ ０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
筆 穂 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 フ ィ ラ メ ン ト の 基 部 の 直 径 が ０ ． ０ ４ ｍ ｍ ～ ０ ． ０ ８ ｍ ｍ で あ る 請 求 項 １ 、 或 い は 、
請 求 項 ２ に 記 載 の 筆 穂 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ス ト レ ー ト な 筆 毛 と ク リ ン プ を 有 す る 筆 毛 を 混 毛 し て な る 筆 穂 で あ っ て 、 特
に 、 化 粧 用 ブ ラ シ な ど の チ ー ク ブ ラ シ や フ ェ イ ス ブ ラ シ 、 パ ウ ダ ー ブ ラ シ 、 ア イ シ ャ ド ウ
ブ ラ シ な ど に 適 し て い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 化 粧 ブ ラ シ な ど の 筆 穂 は 、 馬 や 鹿 、 豚 、 鼬 、 狸 、 栗 鼠 、 貂 、 羊 な ど の 獣 毛 を 使 用
し て お り 、 使 用 目 的 、 使 用 者 の 好 み な ど に よ っ て 筆 穂 の 硬 さ 、 太 さ な ど を 調 整 す る た め に
、 上 記 獣 毛 の 種 類 や 組 み 合 わ せ 方 を 変 え て 製 品 と し て い る 。 一 般 的 に は 、 筆 毛 の テ ー パ ー
形 状 が 長 く そ の 表 面 状 態 が 繊 細 で か つ 肌 当 た り が 柔 ら か い 獣 毛 の み で 作 っ た 筆 穂 の 品 質 が
良 い と さ れ て い る 。 特 に 、 鼬 毛 、 羊 毛 、 貂 毛 が そ の 代 表 で あ る 。 し か し 、 獣 毛 は 天 然 物 で
あ る た め 、 品 質 が 一 定 な も の が 得 難 い と か 、 任 意 の 寸 法 形 状 の も の と す る こ と が 困 難 で あ
る と か 、 耐 摩 耗 性 が 低 い と か い っ た 問 題 が あ り 、 更 に は 、 鼬 、 狸 、 貂 の 収 穫 量 の 減 少 に よ
る 高 価 格 化 と い っ た 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 筆 穂 を 形 成 す る 獣 毛 の 代 わ り に 合 成 樹 脂 製 筆 毛 を 用 い る こ と が 行 わ れ て い る 。
合 成 樹 脂 製 繊 維 の 先 端 を テ ー パ ー 化 し 、 獣 毛 の よ う な 合 成 樹 脂 製 筆 毛 と な す た め に は 、 合
成 樹 脂 製 繊 維 を 溶 解 ま た は 分 解 す る 処 理 液 に 接 触 さ せ る 方 法 な ど が 提 案 さ れ て い る 。 （ 特
許 文 献 １ 参 照 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 先 端 を テ ー パ ー 化 し た 合 成 樹 脂 製 筆 毛 を 用 い た 筆 穂 は 、 化 粧 料 の 保 持 力 が 低
い と い っ た 問 題 や 塗 布 し た 際 、 肌 当 た り が ハ ー ド で 使 用 感 が 悪 い と い っ た 問 題 を 有 し て い
る 。 こ れ を 解 決 す る た め に 、 獣 毛 と 先 端 を テ ー パ ー 化 し た 合 成 樹 脂 製 筆 毛 と を 混 毛 し て な
る 筆 穂 （ 特 許 文 献 ３ 参 照 ） や 波 状 に 皺 曲 （ ク リ ン プ ） し て 、 そ の 波 長 が 各 々 相 違 す る 多 数
の 合 成 樹 脂 製 筆 毛 よ り な る 筆 穂 （ 特 許 文 献 ４ 参 照 ） や 、 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 を 加 水 分 解 に よ
る 加 工 法 に よ り 得 た ４ 種 の テ ー パ ー 繊 維 を 、 テ ー パ ー の 長 い 繊 維 を 命 毛 に 用 い 、 そ の 次 に
テ ー パ ー の 長 い 繊 維 を 喉 に 用 い 、 テ ー パ ー の 長 さ の 中 位 の 繊 維 を 腹 に 用 い 、 テ ー パ ー の 短
い 繊 維 を 腰 に 用 い て い る 筆 穂 （ 特 許 文 献 ５ 参 照 ） な ど が 提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 昭 ４ ９ － ６ １ ５ ９ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 ） 。
【 特 許 文 献 ２ 】 特 公 昭 ６ ０ － ３ ０ ５ ５ ６ 号 公 報 （ 第 ３ 欄 第 ２ ４ 行 目 ～ 第 ４ 欄 １ ５ 行 目 ） 。
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 昭 ６ ３ － １ ０ ２ ９ ９ ８ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 ） 。
【 特 許 文 献 ４ 】 （ 実 開 昭 ６ ２ － １ １ ４ ７ ８ １ 号 公 報 （ 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 ） 。
【 特 許 文 献 ５ 】 実 開 昭 ５ ６ － ８ ３ ０ ７ ３ 号 公 報 （ 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 ） 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 し か し な が ら 、 上 記 獣 毛 と 先 端 を テ ー パ ー 化 し た 合 成 樹 脂 製 筆 毛 と を 混 毛 し た も の の 場
合 、 獣 毛 ゆ え の 欠 点 を 合 わ せ 持 た ざ る を 得 ず 、 又 、 ク リ ン プ の 波 長 が 各 々 相 違 す る 多 数 の
合 成 樹 脂 製 筆 毛 よ り な る も の の 場 合 、 空 間 率 が 大 き く な り 易 く 、 穂 先 が 広 が り す ぎ て 、 穂
先 の ま と ま り が 劣 る （ バ ラ ケ る ） と い っ た 問 題 を 有 し て い た 。 ま た 、 ４ 種 の テ ー パ ー 長 さ
の 違 う ポ リ エ ス テ ル 繊 維 よ り な る 筆 穂 は 、 全 て ス ト レ ー ト で あ っ て 先 端 を テ ー パ ー 化 し た
繊 維 を 用 い る た め 穂 先 の ま と ま り は 良 い が 、 筆 毛 が 密 集 過 ぎ て 、 化 粧 料 の 保 持 性 が 悪 く 、
塗 布 時 の 肌 当 た り も ハ ー ド に な り 使 用 感 が 悪 い と い っ た 問 題 が 残 さ れ て い た 。
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ っ て 、 化 粧 料 な ど を 塗 布 す る 筆 穂 で あ っ て
、 化 粧 料 の 吐 出 性 が 良 好 で 、 ま た 、 塗 布 時 の 肌 当 た り が 柔 ら か い 筆 穂 を 提 供 す る こ と を 課
題 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 ス ト レ ー ト な 筆 毛 と ク リ ン プ を 有 す る 筆 毛 を 混 毛 し て な る 筆 穂 で あ っ て 、 前
記 ス ト レ ー ト な 筆 毛 を ２ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ と す る と 共 に 、 ク リ ン プ を 有 す る 筆 毛 を ２ ０ ～ ８
０ 重 量 ％ と し た 事 を 要 旨 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 筆 穂 は 、 ス ト レ ー ト な 筆 毛 と ク リ ン プ を 有 す る 筆 毛 を 混 毛 し て な る 筆 穂 で
あ っ て 、 前 記 ス ト レ ー ト な 筆 毛 を ２ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ と す る と 共 に 、 ク リ ン プ を 有 す る 筆 毛
を ２ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ と し た の で 、 筆 穂 の ま と ま り が 良 く 、 ま た 、 使 用 感 も 柔 ら か く 、 し か
も 、 化 粧 料 の 保 持 性 が 良 い も の が 得 ら れ る も の で あ る 。 特 に 、 パ ウ ダ ー 等 の 粉 末 を 塗 布 す
る フ ェ ー ス 又 は チ ー ク ブ ラ シ に 最 適 で 、 獣 毛 の よ う に 肌 当 り が 柔 ら か く 、 パ ウ ダ ー 粉 末 の
含 み が 良 く 、 肌 へ の 定 着 が 良 い ブ ラ シ が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ に お い て 、 参 照 符 号 １ は 化 粧 用 筆 穂 で あ り 、 こ の
筆 穂 １ は 、 前 軸 ４ に 挿 入 固 定 さ れ 、 こ の 前 軸 ４ は 、 後 軸 ５ の 前 端 に 挿 入 固 定 さ れ 筆 を 形 成
し て い る 。 ま た 、 筆 穂 １ は 、 先 端 を テ ー パ ー 加 工 し た ス ト レ ー ト な 小 径 の 筆 毛 ２ と 、 先 端
を テ ー パ ー 加 工 し た ク リ ン プ を 有 す る 小 径 の 筆 毛 ３ と を 用 い て 長 手 方 向 に 集 束 し 、 後 端 を
熱 溶 着 や 接 着 剤 に よ る 接 着 な ど の 方 法 に よ り 固 着 し て 形 成 し た も の で あ る 。
　 筆 毛 ２ 、 ３ に 使 用 し て い る 合 成 樹 脂 製 の 繊 維 材 質 と し て は 、 ポ リ ア ミ ド （ ６ 、 ６ － ナ イ
ロ ン 、 ６ － ナ イ ロ ン 、 １ ２ － ナ イ ロ ン 、 ６ ， １ ０ － ナ イ ロ ン 、 ６ ， １ ２ － ナ イ ロ ン な ど ）
ポ リ エ ス テ ル （ ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 ポ リ ブ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト な ど ） 、 ポ リ
ウ レ タ ン 、 ポ リ ア ク リ ロ ニ ト リ ル 、 ア ク リ ロ ニ ト リ ル － ス チ レ ン 共 重 合 物 、 ア ク リ ロ ニ ト
リ ル － ブ タ ジ エ ン 共 重 合 物 な ど を 用 い る こ と が で き る が 、 各 筆 毛 の 材 質 は 同 一 で あ っ て も
異 な っ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 合 成 樹 脂 製 繊 維 の 先 端 を テ ー パ ー 化 し 筆 毛 と な す に は 、 前 記 し た よ う に 、 処 理 液 に
よ る 方 法 が 好 ま し く 、 具 体 的 一 例 と し て は 、 ポ リ ア ミ ド に 対 し て メ タ ク レ ゾ ー ル と 塩 化 カ
ル シ ウ ム － メ タ ノ ー ル 溶 液 と の 混 和 液 、 ポ リ エ ス テ ル に 対 し て 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 な
ど の 組 み 合 わ せ が 挙 げ ら れ る 。 但 し 、 必 ず し も こ の 方 法 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え
ば 、 合 成 樹 脂 製 繊 維 に 熱 延 伸 を 与 え て テ ー パ ー 状 に 引 き 伸 ば し た り 、 グ ラ イ ン ダ ー 研 磨 な
ど 機 械 的 に テ ー パ ー 化 す る な ど の 他 の 方 法 を 採 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 筆 穂 １ に 用 い る 筆 毛 の 径 （ 直 径 ） は 、 製 造 用 途 又 は 大 き さ （ 基 部 の 直 径 及 び 長 さ ） に よ
っ て も 異 な る が 、 本 発 明 に 係 る 化 粧 用 の 筆 穂 １ に お け る 筆 毛 ２ 、 ３ は 、 基 部 の 直 径 が ０ ．
０ ４ ～ ０ ． ０ ８ ｍ ｍ の も の を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 尚 、 こ こ で い う 筆 毛 の 基 部 の 直 径 と
は 、 テ ー パ ー 加 工 さ れ て い な い 部 分 の 直 径 を い う も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ こ で 、 前 記 ス ト レ ー ト な 筆 毛 ２ を 使 用 す る 目 的 は 、 塗 布 時 の 腰 安 定 と 筆 穂 の ま と ま り
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を 良 く す る 目 的 で 使 用 す る も の で あ る 。 そ の 直 径 と し て は 、 ０ ． ０ ４ ｍ ｍ ～ ０ ． ０ ８ ｍ ｍ
程 度 が 好 ま し い 。 そ の 理 由 と し て は 、 直 径 が ０ ． ０ ４ ｍ ｍ に 満 た な い と テ ー パ ー 加 工 上 、
そ の テ ー パ ー が 形 成 さ れ て い な い 粗 い 毛 が 混 入 す る こ と が あ り 、 直 径 が ０ ． ０ ８ ｍ ｍ を 超
え る と 塗 布 時 の 肌 当 た り が ハ ー ド に な り 使 用 感 が 悪 く な る か ら で あ る 。
　 又 、 筆 穂 １ に 占 め る 使 用 割 合 と し て は 、 ス ト レ ー ト な 筆 毛 ２ は 、 ２ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ が 好
ま し い 。 そ の 理 由 は 、 ス ト レ ー ト な 小 径 の 筆 毛 が ２ ０ 重 量 ％ に 満 た な い と 腰 が 安 定 し に く
く 、 腰 砕 け す る こ と が あ り 、 ス ト レ ー ト な 筆 毛 ２ が ８ ０ 重 量 ％ を 超 え る と 化 粧 料 の 保 持 性
が 悪 く な っ た り 、 塗 布 時 の 肌 当 た り が ハ ー ド に な り 使 用 感 が 悪 く な る か ら で あ る 。
　 尚 、 筆 毛 は 、 直 径 が ０ ． ０ ４ ～ ０ ． ０ ８ ｍ ｍ の 範 囲 で あ れ ば 、 何 種 類 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ク リ ン プ を 有 す る 筆 毛 ３ は 、 塗 布 時 の 化 粧 料 の 保 持 性 及 び 肌 当 た り を 柔 ら か く す る 目 的
の た め に 使 用 す る も の で あ っ て 、 そ の ク リ ン プ 状 態 と し て は 種 々 の も の が 採 用 で き る 。 そ
の 直 径 と し て は 、 ０ ． ０ ４ ｍ ｍ ～ ０ ． ０ ８ ｍ ｍ 程 度 が 好 ま し い 。 そ の 理 由 は 、 直 径 が ０ ．
０ ４ ｍ ｍ に 満 た な い と テ ー パ ー 加 工 上 テ ー パ ー が 形 成 さ れ て い な い 粗 い 毛 が 混 入 す る こ と
が あ り 、 直 径 が ０ ． ０ ８ ｍ ｍ を 超 え る と 塗 布 時 の 肌 当 た り が ハ ー ド に な り 使 用 感 が 悪 く な
る か ら で あ る 。
　 又 、 筆 穂 １ に 占 め る 割 合 と し て は 、 ２ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ が 好 ま し い 。 そ の 理 由 は 、 ２ ０ 重
量 ％ に 満 た な い と 塗 布 時 に お い て 、 化 粧 料 の 保 持 性 が 悪 い と 共 に 、 肌 当 た り が ハ ー ド に な
り 使 用 感 が 低 下 す る こ と が あ り 、 ８ ０ 重 量 ％ を 超 え る と 塗 布 時 に 筆 穂 が バ ラ ケ た り 割 れ た
り す る こ と が あ る か ら で あ る 。
　 尚 、 筆 毛 ３ の ク リ ン プ の ピ ッ チ Ｐ は 、 １ ． ０ ｍ ｍ ～ ４ ． ０ ｍ ｍ の も の を 、 ク リ ン プ 高 さ
Ｈ は 、 ０ ． ０ ４ ｍ ｍ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ の も の を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 又 、 尚 、 筆 毛 の 直 径 Ｄ
が ０ ． ０ ４ ～ ０ ． ０ ８ ｍ ｍ の 範 囲 で あ れ ば 、 何 種 類 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 化 粧 用 筆 穂 を 製 造 す る に 当 た っ て は 、 上 記 ２ 種 類 の 筆 毛 を 少 な く と も 混 毛 し 、
後 端 を 溶 着 、 接 着 又 は 、 後 部 を 糸 な ど で 縛 っ て 筆 毛 の 脱 落 を 防 止 し て 筆 穂 と な す 訳 で あ る
が 、 混 毛 さ れ た 筆 穂 は 、 ス ト レ ー ト な 筆 毛 ２ と ク リ ン プ を 有 す る 筆 毛 ３ と が お 互 い に 均 一
に 配 列 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ 実 施 例 ）
　 以 下 、 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 化 粧 用 筆 穂 の 使 用 例 で あ る 筆 を 示 す も の で あ る 。 参 照 符 号 １ は 、 化 粧
用 筆 穂 で あ り 、 後 述 す る 筆 毛 ２ ， ３ を 混 毛 し 、 そ の 後 部 を 溶 着 し た も の で あ る 。 化 粧 用 筆
穂 １ は 、 前 軸 ４ に 挿 入 固 定 さ れ 、 こ の 前 軸 ４ は 、 後 軸 ５ の 前 端 に 挿 入 固 定 さ れ 筆 を 形 成 し
て い る 。
　 筆 毛 は 、 先 端 を テ ー パ ー 加 工 し た ス ト レ ー ト な 小 径 の 筆 毛 ２ と 、 先 端 を テ ー パ ー 加 工 し
た ク リ ン プ を 有 す る 小 径 な 筆 毛 ３ と を 用 い る が 、 他 の 条 件 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
【 ０ ０ １ ６ 】
実 施 例 １ ～ １ １ 、 比 較 例 １ ～ １ １
表 ２ に 実 施 例 １ ～ １ １ 、 比 較 例 １ ～ １ １ の 筆 穂 の 筆 毛 の 配 合 を 示 す 。
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 実 施 例 １ ～ １ １ 及 び 比 較 例 １ ～ １ １ の 化 粧 用 筆 穂 を 用 い て 図 １ の よ う に 筆 を 形 成 し
、 塗 布 時 の 肌 当 り 、 化 粧 料 の 付 き 及 び 弾 力 性 の ア ン ケ ー ト 調 査 を お こ な っ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
【 ０ ０ １ ９ 】
　 塗 布 試 験 （ ア ン ケ ー ト 調 査 ）
　 方 法 ： 任 意 に 抽 出 し た 女 性 に チ ー ク ブ ラ シ の 使 用 性 に つ い て ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 一 実 施 例 の 穂 先 を 装 着 し た 筆 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 筆 穂 （ ス ト レ ー ト ） の 拡 大 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 筆 穂 （ ク リ ン プ ） の 拡 大 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 １ 　 　 　 筆 穂
　 ２ 　 　 　 先 端 を テ ー パ ー 加 工 し た ス ト レ ー ト な 小 径 の 筆 毛
　 ３ 　 　 　 先 端 を テ ー パ ー 加 工 し た ク リ ン プ 有 す る 小 径 の 筆 毛
　 ４ 　 　 　 前 軸
　 ５ 　 　 　 後 軸

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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